
提案されたユニットテーマ

❖レビュコメントに沿ったテーマの練り上げとクラスタ化 
■ 所長のヒントとユニットテーマ提案者の意見から，クラスタ化の軸を提示 
■ 軸上に乗るテーマで議論をし，個々のテーマを包摂するユニットテーマを検討 

▶ユニットテーマの検討を深める 
▶新しい軸の再構築を模索する 

❖積極的な議論への参加を︕

経緯と今後のスケジュール 

 
1. ユニットの理念を共有するフェーズ（4 ⽉） 

• 所内でのブレーンストーミング 
2. 研究テーマを広く共有するフェーズ（4~7 ⽉） 

• アンケート，ユニット構築会議での研究テーマ紹介 
3. ユニットテーマを構想するフェーズ（5 ⽉~） 

• ユニットテーマ構想個別会合によるユニットテーマの策定 
• 外部レビュアによるユニットテーマのレヴュ 

4. ユニットを構築するフェーズ（レヴュ終了後~3 ⽉，2022 年度） 
• ユニットの構成，アカデミックプランの検討 
• ユニットごとに，評価委員会による評価，承認 

5. ユニットの承認と研究活動（2022 年度） 
• 承認されたユニットは，研究活動を開始 
• 組織変更に着⼿し，ユニット体制の整備を完了 

6. ユニット体制への移⾏（2023 年度~） 
 

提案されたユニットテーマ
1．陰⼭聡（神⼾⼤学）︓『激変環境の物理』 
2．後藤拓也︓『核融合先鋭技術が創るエボリューショントリ

ガー』 
3．坂上仁志︓『⾼出⼒パワーレーザーを⽤いた量⼦エネルギ

ー変換の物理』 
4．⼩林達哉︓『複雑系のための実験計画法』 
5．⾼橋裕⼰︓『フローと構造形成の⾮線形ダイナミクス』 
6．⻑⾕川裕記︓『地球エネルギー環境』 
7．⼩川国⼤︓『⾼エネルギー粒⼦閉じ込め・放射線科学』 
8．岡⽥信⼆（中部⼤学）︓『ミュオンと核融合科学の融合』 
9．藤堂泰︓『位相空間構造形成と崩壊のシミュレーション研

究』 
10．村上泉︓『データ駆動型複雑系構造抽出』 

11．横⼭雅之︓『データ駆動予測・判断学』 
12．平野直樹︓『⽔素基軸エネルギー循環制御⼯学の創成』 
13．⾼⽥卓︓『極低温流体の熱流体⼒学を基軸とする⼤型科

学と応⽤技術』 
14．伊藤篤史︓『プラズマ物理学・核融合科学から探求する

「創発と消失」の科学』 
15．⻄浦正樹︓『電磁波トポロジーと集団順化に関する研

究』 
16．齋藤晴彦（東京⼤学）︓『反物質エキゾチックプラズマ

研究』 
17．三浦英昭︓『コンパクト化流体シミュレーションによる

超多⾃由度複雑系のモデリング』 
18．増崎貴︓『プラズマ・異相間相互作⽤』 
19．⼤⾕寛明︓『多様なプラズマ現象の可知化探究』 

20．伊神弘恵︓『集団間広域相互作⽤』 
21．芦川直⼦︓『トリチウム制御』 
22．⼩林政弘︓『光駆動による物質調和過程の科学』 
23．⼭⼝裕之︓『構造的代謝︓⾃⼰置換する開放系の学理』 
24．徳沢季彦︓『乱流物理研究』 
25．⽥中謙治︓『トロイダルプラズマの輸送研究による閉じ

込め概念の⼀般化』 
26．⻑坂琢也︓『過酷環境における適応の材料科学と応⽤』 
27．本島厳︓『⾮平衡交差輸送』 
28．安原亮︓『知覚の拡⼤』 
29．中野治久︓『NBI⼯学とエキゾチックプラズマ科学』 
30．⽥中将裕︓『同位体環境⽣物』 
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閉じ込め配位の最適化 
→ モジュライ（対称性・群の構造） 4．複雑系のための実験計画法 5．フローと構造形成の⾮線形

ダイナミクス
14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

23．構造的代謝︓⾃⼰置換す
る開放系の学理

25．トロイダルプラズマの輸
送研究による閉じ込め概念の⼀
般化

29．NBI⼯学とエキゾチック
プラズマ科学

本⽇、UT-4 (⼩林達), 5 (⾼橋), 7 (⼩川)、14 (沼
波), 23(⼭⼝)、25 (⽥中)、29(中野)で、軸1の観
点でのクラスタリングの⽅向性についての議論を⾏
いました。 乱流輸送を理解し制御する 

→ 遠⾮平衡系のエントロピー⽣産と「揺らぎの
定理」

5．フローと構造形成の⾮線形
ダイナミクス

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

20．集団間広域相互作⽤ 24．乱流物理研究
25．トロイダルプラズマの輸
送研究による閉じ込め概念の⼀
般化

27．⾮平衡交差輸送
U24の徳澤さんとは都合がつかず議論できていませ
んが、それ以外の⽅々とは私の⽅からコンタクト
し、個別に議論しました。 
⾼橋さんは「閉じ込め配位の最適化→ モジュライ

熱的逆緩和の物理 
→乱流・波動・粒⼦の位相空間相互作⽤ 4．複雑系のための実験計画法

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

15．電磁波トポロジーと集団
順化に関する研究 24．乱流物理研究

プラズマの運動⾃由度を実験的に検証する場合，乱
流輸送直接計測に加え，速度分布関数の計測と波動
の⼊射は⽋くことのできないツールとなります．そ
の意味で，UT-15，UT-24の⻄浦さん，徳澤さんと⾼エネルギー粒⼦閉じ込め，リコネクションなど

配位空間の構造変化 
→ 速度空間の「乱流」の定式化・特徴づけ

7．⾼エネルギー粒⼦閉じ込
め・放射線科学

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

15．電磁波トポロジーと集団
順化に関する研究 20．集団間広域相互作⽤ 24．乱流物理研究 29．NBI⼯学とエキゾチック

プラズマ科学

⻄浦さんから連絡があり，この軸上でユニットテー
マを検討することを確認

突発的な階層連結（局所性→⼤域性）のメカニズ
ム（ディスラプションの予測・制御） 6．地球エネルギー環境

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

20．集団間広域相互作⽤ 29．NBI⼯学とエキゾチック
プラズマ科学

⻄浦さんから連絡があり，この軸上でユニットテー
マを検討することを確認

波動粒⼦相互作⽤ 9．位相空間構造形成と崩壊の
シミュレーション研究

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

20．集団間広域相互作⽤ 22．光駆動による物質調和過
程の科学

9⽉20⽇に⼩林さんから連絡があり，この軸上では
ユニットテーマを検討しないこととした．

「炉」の物質・エネルギー循環を理解し制御する 
→プラズマと固体（あるいは液体）が連成する⾮
平衡系の物理 

3．⾼出⼒パワーレーザーを⽤
いた量⼦エネルギー変換の物理

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

18．プラズマ・異相間相互作
⽤

22．光駆動による物質調和過
程の科学

26．過酷環境における適応の
材料科学と応⽤ 27．⾮平衡交差輸送 29．NBI⼯学とエキゾチック

プラズマ科学

増崎さんから連絡があり，この軸上でユニットテー
マ提案をする意思であることを確認

原⼦・分⼦・光プロセス 
→ プラズマ量⼦プロセス

3．⾼出⼒パワーレーザーを⽤
いた量⼦エネルギー変換の物理

10．データ駆動型複雑系構造
抽出

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

22．光駆動による物質調和過
程の科学 28．知覚の拡⼤ 29．NBI⼯学とエキゾチック

プラズマ科学

村上さんから連絡があり，この軸上でユニットテー
マ提案をする意思であることを確認

エキゾチックプラズマ 16．反物質エキゾチックプラ
ズマ研究

29．NBI⼯学とエキゾチック
プラズマ科学

シミュレーション未来学 1．激変環境の物理 3．⾼出⼒パワーレーザーを⽤
いた量⼦エネルギー変換の物理

9．位相空間構造形成と崩壊の
シミュレーション研究

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

17．コンパクト化流体シミュ
レーションによる超多⾃由度複
雑系のモデリング

29．NBI⼯学とエキゾチック
プラズマ科学

9⽉18⽇に藤堂さんから連絡があり，この軸上でユ
ニットテーマ提案をする意思であることを確認

⾰新的計測・解析・表現システム  10．データ駆動型複雑系構造
抽出 11．データ駆動予測・判断学

14．プラズマ物理学・核融合
科学から探求する「創発と消
失」の科学

19．多様なプラズマ現象の可
知化探究 24．乱流物理研究 28．知覚の拡⼤ 29．NBI⼯学とエキゾチック

プラズマ科学 30．同位体環境⽣物
⼤舘さんから連絡があり，この軸上でユニットテー
マ提案をする意思であることを確認

低温・超伝導技術 
→ 低温量⼦⼯学 

13．極低温流体の熱流体⼒学
を基軸とする⼤型科学と応⽤技
術

UT-13 は超伝導・低温の軸上でユニットテーマを
構想可能です。 

クラスター化という意味では、他のユニットテーマ
材料やシステムの寿命を予測・評価する学術 
→ 寿命の科学

26．過酷環境における適応の
材料科学と応⽤

材料やシステムの寿命を予測・評価する学術軸につ
いて今のところUT-26しか軸上に無いので、他の軸
の提案者（筆頭提案者）と個別にお互いの提案書の
内容について意⾒交換しました。10/19にUT-14の

核融合⼯学 
→ 原型炉学術基盤

2．核融合先鋭技術が創るエボ
リューショントリガー

3．⾼出⼒パワーレーザーを⽤
いた量⼦エネルギー変換の物理

12．⽔素基軸エネルギー循環
制御⼯学の創成 21．トリチウム制御 26．過酷環境における適応の

材料科学と応⽤ 27．⾮平衡交差輸送 29．NBI⼯学とエキゾチック
プラズマ科学

私としては現状の核融合⼯学の軸でまとめるより
も、⼯学関係全体で軸を設定し直して、2〜3のク
ラスタに再編できないかと考えております。 
ただ具体的な⽅向性についてはまだ議論できておら

レーザー 3．⾼出⼒パワーレーザーを⽤
いた量⼦エネルギー変換の物理

ミュオン 8．ミュオンと核融合科学の融
合

9⽉18⽇に岡⽥さんから連絡あり，この軸上でユ
ニットテーマを提案する意思であることを確認

1

クラスタ化の軸のブレーンストーミング


